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イ 簡易草地造成におけあ牧草種子の発芽について

北海道農業試験場草地開発部，高 畑 滋

iまじめに

草地の造成は、その対象地が広大で t~~形複雑であるために，耕起を伴オ光い簡易造成法をとろ

場合が多v司、その場合、牧草精子は地表面に如覆土でばら排きされるわけでlきわめて!fJj二異な構精

法ということができる勺この抄録ではこの閉館をとらえ、対h表而帯積された牧草精子の発芽特性

を指型してみた口

問題の抽出:

浩成問題を整理すると ①何を、②何時、③どんなととろに、部いたらよいかということにな

る勺①では、 i商草穏が杉針されることになるか、簡易草地造成では、不相|起地表面摂柿:でも十分

発芽定者できる草穏でなければならず、 1晶度や水分に対する滴応性の巾が広いととなどが必要条

件であろう、慨して牧草w子はいわゆる追掃によって発芽が可能であり牧草以外でも、宮I[荷積喜田・
擦でブミ豆を、苔試草地部、北農試でエンバクがi自存在法によって十分発芽需薪するととが確められ

た口このほか、簡易造成草地の利用法と'してはi、当然放牧利用であり、しか争‘肉牛や筒肉牛など

を依った荘i放な放牧が考えられるので、とのような利用に滴した草稼か選択されたければからな

Vl口

次に桝樺:時期であるが、一般には 6月頃行、たわれることが多いが、不耕起造成では特別に炉荷乞
23) 

床を準備することがないので4水分と視度が-ili.当な別なftこ1;.期が再衿討される。根最"農試セは、不

耕起造成の秋探限界をあきらかにするために 8月19日、 9月16日、 9 .f13 0日、 10月'14日

の格秤期を検討したが、不耕起ではがー積期の遅れによる定者数の被少が少わ亡しりん西空欠除によ

る影響も少なかった。草稿ではイネ科革が穂積tmのちがいによる影響が少ないが、マメ科草は O
，Jj 3 0日訴までが限界とみられた。北農試では、 FrOst Seeding と称して、 5月 22日

(積雪 30cm)4月 30日(手J?雪 5cm) 4月 1'3日(融雪前后)に排精した訪に 7月 18日には

各々 2.400、2.550、1.8 0 oKi多'10a生草収景があり、 9月11日には牧草率がそれぞれ、 90、

82、8.5%までなって成功を恥さめた。

不耕起造成の場合、発芽が均一でなく、発芽期が長期にわたり、いつの間にカ牧草率が高まっ

ていた占いうのが実状である。発芽能力が相当に長いとすれば、いつ播積しでもかまわないわけ

で、発芽後、幼植物が梅端なかんばっや凍害を受けない時期であれば解いてもさしっかえないと

思われる。

③では探積床の状態が問題にされるわけだが、い〈ら不耕起fさからといっても、地表面に厚〈

植物遺体などが堆積している状態では発芽は無理で、地表面露出度との聞には r=== 0.96程度の高

い相関で発芽がよいことが観察されている。現実には地表面処理するととがむずかしい所が簡i~
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，~:r成ざれるのでー火九れ程度の知与をした播種床か対象地として考え伝hるロ従Q'"C;， }恒腐植の;

*'R類 hとか久入れ度合によって、水分供給量、一保持最などがどう変わるかが問題となるo 対象地の

、 1. 状態はそ'れぞれ複雑でその面から統ーした基準を出す「ことはできないので、逆に精子の発芽上必

、 !~gな水分の最ーとか供給の l;Ò~たなどを整理し、その条件に合う場所としで対象地を検討する以外

ない、そのために牧草種子の吸水特性をあきらかにする必要がある。

現地での発芽:
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各種の組関柏ーの上で・の発芽をふたものが第 1図であるが、オーチヤlー‘ドグうスは播積床に十分

な7.K分があっても無療土では発芽しに〈しかえって組腐植でまわbを覆われているほうが発芽

がよいようである。 νラカパ、ススキ椴群の植物遺体は 400.0くらいの火λ温度で Whi七e い

burn~こなり、重量も 20%程度に減るのでよ b 裸地の状態に近くなる。アからの水分供給力は

良いのでラジ/クローパの発芽:は裸地と同程度となるが、オーチヤードタラヌは被覆されるもの'

が少なくなるのでかえって高綿火入跡で発芽が悪《なっている。無火天れだと水分の供給がしゃ

断されるので発芽は無理であるが、穂子が小さければ組腐植のすき聞に;入bとんで発芽すること

がある。

， '1平方メート)1/，手 1K9ちかい粗民植が堆積じrているような所では、 J岐面の露/出度と発芽率と‘

は高い相関がある〈第1表)口、蹄耕法の試験でも.0.トツキング部:がふえると発芽数が増す7ことが

観察されている(第2表)ロ
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ラジ/クローパ| ォーチ← V玖

1 5 9 

状態

j荷物遺体重P
5'Q'X 50 cm 

の床

地表処理と発芽

種播

第 1表
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第 2表 ストッキング罰と発芽率ー % 

ストッキシグs'1:( 1 0アー/レ当りめん羊頭数)

。
オーチヤードグラス 1 0 

νロクローノ〈 1 1 2 6 

(滝川喜試 19 68年)

とのほか生育のすすんた群落中に排穏した場合には、水分環境は好適でも前植生のアレロパν

」的影響を受けて発芽に影響があるようである円(第 5表)

第 3表追播積子の発芽 ( H.クナツア実験生態寺l5

匡三
裸地上 オオスズメノカタピヲ中 ニ凶宝交林のキツネノホタ~

有効不完全牙不発芽 有効不完全 不発芽一 有発 効芽 不発完全芽 〆T、E二5主ニオ# 
発芽発 発芽発芽

vロクローノ〈 4灰4 25.5 2 5:1 4 0.4 1 7.・2 42.4 1ヱ2 3 3.0 49.8 

イタE サライアグジ，フ1ス 32.0 1ゑ5 48.5 7.0 20ヰ 72.6 1 4.4 28.3 57.3 

オμーアチドヤブーエスク
21.0 41.3 五7.7 7. 9 1良5 72.6 1 0.2 23.2、 66.6 

ドグ玖 55.4 1 3.9 3 0.7 1 1. 3 1 8.2 70.5 5ス7 1 3.9 I 4 8.4 

牧草穂子の大きさ、形態と発芽:

牧草種子といヲても千差万別で、例えば千粒重をと bあげても BrOmus spp の7t}から

Agro8七j.s s p p oi 0.0 7 t}程度まで 100倍のひらきがある。しかし、慨していえることは、

小さくて軽いfrF子が多く、存のしめる割合も高い、そして発芽が不揃いである傾向がある円

l第 4表 F電子の形態、発芽率
ー

λ41 千粒章 合水比 存重 全長 頴果長 発芽率 半数 水発芽中率現比 たて×よこ たて×ょこ 発芽日

7llf) % ?ら 7l1Jll 7!/;!乱 ヲら 日 ?ら

べ νトグラス 71 1 0.4 7. 1 1. 7 X 0.4 1.-0 X 0.4 90 4 60 

チモ ν ー 398 1 2.9 ゑ0 1.8 X 0.9 1.5 X 0.8 89 6 。
ペレニイアグノレ，
J プ ブス 2，090 1 1. 5 2虫D 6.2 X 1.3 3.5 X 1.2 99 4 75 

メドクブエスク 1.83'6 玖3 28.8 6.0 X 1. 2 3.0 X 1.1 88 5 

トーノレフエスク 2，.245 1 3.1 26.8 6.7 .x 1. 5 3.1 X 1.3 89 6 80 

ケンタツク1・-フ2'Jレス 269 1 0.2 2ス5 2.5 X 0.6 1.6 X 0.5 56 6 52 

オ-Jr仙寺ームドゲ安ス' 79 7.9 44.6 6.3 X 1.1 3.0 X. 0.8 合9・ 5 69 

4ラジJクローノ〈 584 8.0 1. 2 X 0.9 92 2 94 

オS.チJセーRタ。ラ:スでは、存の部分が 44.6%あり、厚くかきなり合った構造をもっているD
との，ことが吸水特性をきめる大きな要因となヲている。また、乾湿、病害ーなど不良環境から種子

を守る役割も果たしている。第 5表でほ、オーチヤードグラヌの1苧をとb除いたものは手/ヤーν
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中ゼは高い発芽率を示すのに、土塘中ではかえって出発率が悪くなヲている。レ

明;子の大小は、無肥料状態で伸びうる最高の草丈と高い相関がある。同一積め中では積子重量

の大きいほうカ~発芽が良く初期!の活力も高いこ占が知られている(第， 6表ー)。

、第 5表 オーチヤードグラスの glumeの有無と発芽

ν ヤ レ 一 木 h箱
、

温度、光 週. 2 週 覆土の厚さ 5週間後

2 0 - 3 0 自然 65.0 qも 84.3 % Ocm 63.5 % 
かわっき

1 2ー20 照明 64.7 83.3 51.0 
nonhul工ed

1 2 - 2 0 暗黒 5史O 84.5 5 2 Z 8 
seed 

平 ‘均 62.9 84.0 

2 0 -，3 0 自然 89.7 .92.5 。 ， ，50:7 
かわむ iき

1 2 - 2 0 照明 92.3 93.5 " 23.7 
hul工ed

1 2 - 2 0 暗黒 88.8 93.5 ' 3 6.0 
s e ed 

平 均 90.3 93.2 

( P，enn la te 、Frod e、月寒在来 l 三品柄の平均値北農試牧草第三研 1967年)

第;6表穂子意景:と初期生育

一紡意勾 lI止発芽よb生育倖I生育停る草止期に
までの日数 ゴテけ 丈問

Agros七is sto工onifera 0.'0 7 9 1 '玖 6

Phleum Pr.a七en s e 'L 0.4 5 1 0 4叉O

Lo~ivmitalicum BRAUM 2.8'2 1 2 

Festuca ~rvndinacea SCHR 2.7'7 1 1 。1.2 O. 7 

Poa p ra七ensis L~ O. 3 0 1 1 
、島

3 8.3 

Dac七ylis glomera:七a L. 0.9，8 1 1 5 8.3 

， 
Trifolium hybridum L. Z 0 0 8 2 3. 3 

イネ科草 1粒重と発芽より生育停止までの日数との相関 r=0.551* 

t 生育停止期にがける草丈との相関 r = 0.86ヂ
~ 19) 

(苔試飼料作物部)

草穂悶でも千粒霊と不朝:起地の発芽定着率との問に r= 0.906 ( 1 %水準有意)の高い相関が

あり、 filI子の大きいものほど有利であるという報告・も為る(節2殴I)。

- 33-
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円、J

4 

5 

2 

r=D.906 

r = o. 0 0 1 8 x + 0.9 3 

5月22日照穏 1 0月18日調査

1.000 2.0 0 0 3，000 

第 2関千悶と定着率の関係([11地支場 1968年 ?2)

しかし、早〈から放牧利用した簡易造成地では、精子重罰の小さ凶 AgrOs七i.s s ppや、

P oa s ppなどが必ずしも悪〈ない。発芽だけをみても、粗腐植上の発芽で・は、地表面堆積物

のすき間に入りこんだものが発芽する傾向にあb、こういう点からは、.精子が小さぐ、数が多い

ということは有利だというようにみられる。

吸水特性:

発芽には水分と調度とが必要であるが、とりわけ簡易草地造成では、水分の問題が大きい、精

子への水分供給をいかに増すかというととが簡易造成法のねらいであるつ

このような夜術的問題点を明らかにするためには、牧草穂子の吸水特性を知つてな〈必要があ

るよイネで‘は研究が進んで判経時的に 5つのphas e Iこわけられることが報告されてい計ヂ

なわち、機械的な吸水、生理的に発芽を準備しているときの吸水、発芽が始まるときの吸水であ

る。牧草穏子の吸水にも同じような様相がみられる(第3肉)。しかL、phase B (発芽準

備期)に達するのが早いよfうで、かわっきでも 6時間頃、頴果だけだとき時間目頃から吸水停滞

期に入る、吸水量からみると、棺の形態によってちがい、厚〈重なb合う梓をもヲオーチヤード

グラス、ケシタツキーブノレーグラスなどが多〈、次いで海綿状の肥厚した梓を持つ、ペレニアノレ

ライグラス、フエスク類などが多〈、チモ、ν一、ペントグラスが少なかった。第 3B却をみても梓

の部分に吸水される水量が多いので吸水最の大小は、 1苧の形態によるところが多いと推察される。

-3 4-
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一、I良水部位は柑Jの荷子同様jJfの

げすると発芽が悪0.

第 7表 吸水部位別発芽率%

部位別吸水 ワセリン被覆

草科i ~ 匹吸水 IM~L 吸水 J 月f乳被覆 庖i被覆

ペレニアJレライグラス 8 4 5 2 5 0 2 2 、

オーチヤードグラス I' 8 3 4 5 9 5 4 2 

供給される水分は水蒸気の形でもよし 2500での飽和水蒸気中にペレニアノレライグラス科'子

を問くと、ー梓のあるものないもの色もに約 50%の水分を吸収じて発芽に至った。オーチヤード1

1 グラスでは、梓のあるものはやはT5 O ，~も吸水するが発芽はしなかった。存、をとったものは、 50

O/Or汲水して、飽和水蒸気中でも 4日目に発芽した。タンタツキーブノレーグラス、オーチヤードグ

ラスは発芽が悪いが、その他のもの、は飽和水蒸気中でも発芽が可能であった。また、飽和水蒸気

¥中に平均的な発芽開始日である里日間l育.いてのち湿ろ紙土で発芽をみたものでは、 2日目にすで

に相当多数の発芽があり、飽和水蒸気中である程度吸水し、発芽準備の動きがあったものと思わ

れる口

t第 8表飽和水蒸気中での発芽

2 '501

蒸
C
気
飽 2 5

0

0飽和水蒸発気芽率中に 5日間会き後混ろ紙

和水
同 紙上に移した

4 

2 日目.中の発芽 半数発数芽 1 4 日目 1 9・日目
率 4週間 日
可。 EI 処理 無処理 処理 無処理 処理 無処理

J 

ベントク守ラス 1 9-- 8 1 3 。 88 20 95 89 
， 

ず モ ν 一 43 1 3 5 。 80 5 84 69 

、‘
ぐとLぷニデパヴイグラス 80 8 33' 。 97 45 98 94 

メドウフエスク 66 5 21 。 7 Q 7 7タ 56 
¥ 

トーノレブエスク 3 7 9 2 。、66 。 75 74 

，ケシタツキヲフ[..o-グヌス 。 。 。 36 。 61 73 

'オーチヤードダラス 5 1 5 5 '0 79 1 6 86， 77 

ラジノクローハ 1 6 7 95 。 95 ヲ4 95 96 

その他の因子
15 ) 

調度と発芽率との関係は早川らの調査した結果がある。 500でもある程度発芽するということ

は播穏期!の拡大が可能であるζιを示しているo

このほかガス'の影響が考えられるが、地表面撤穏では発芽に必嬰ならは不足するとは考えられな

い、第 5表にあるように水中発芽率も良いのであま.!?O2を必要としないものと忠われるロ逆に
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¥ 
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17) 
002の存在が発芽に必要充、という報告もあb草原杭物の特質をうかがわせる。
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